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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。

OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。文
中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。
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New for 11g: Enterprise Grid Messagingとは

• Oracle WebLogic Serverが提供する、高信頼、高性能、
高可用性を備えたJava Messaging Service (JMS)エン
ジンのこと

• 通常のJMSでは提供されない、順序保障やクラスタリン
グ機能、メッセージ移行機能などを提供することにより、
エンタープライズレベルでのメッセージの利用をサポート

• Oracle WebLogic Server 11gR1よりOracle Advanced 

Queuing対応やメッセージの永続化先としてのOracle 

RAC対応がされるなど様々なOracle製品との連携が容
易になった
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JMSとは

• Java EE におけるメッセージングサービスを提供するAPI

• 最新の仕様はJMS1.1

• QueueとTopicを用いてメッセージの送受信を行う

• JMSにはクラスタ化および順序保障等についての仕様規定がない

• API使用であるため（Servlet/JSPにおけるHttpSession同様）

送信者

Queue

Send Get

送信者

Send

受信者

Topic

サブスクライバ

• メッセージの送信者と受信者が
1:1の関係になる

• Message Driven Beanを使うこ
とで同期的な処理が可能

• メッセージの送信者と受信者が
1:多の関係にできる

• Message Driven Beanを使うこ
とで同期的な処理が可能
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WebLogic JMSとEnterprise Grid Messaging

• WebLogic JMS 

• WebLogicが提供するPure Javaで
実装されたJMSエンジン

•高可用性、性能、高信頼性を
提供（JMSクラスタ）

•高度な順序保障機能として通
番機能（Unit-of-Order）とグル
ープメッセージ機能（Unit-of-
Work）を提供

• Enterprise Grid Messaging

• WebLogic Server 11g追加機能

• WebLogic JMSにOracle 
Advanced Queuingとの連携機能
やメッセージリポジトリとしてOracle 
RACサポートを追加し、さらにエンタ
ープライズグレード機能が追加され
たJMSエンジン

JMSサービス

WebLogic Server

永続ストア

クラスタ

キュー、

トピック

キュー、

トピック

WebLogic Server

JMSサービス

移行

永続ストア

分散キュー
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永続化キューイング

最適化された File I/O & Disk

スケジューリングアルゴリズム

WebLogic Server

WebLogic JMS

ストレージアレイ
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Producers and Consumers

WebLogic 100byte Competitor 100byte

WebLogic 4KB Competitor 4KB

高速化したファイル永続メッセージ

• インメモリだけでなく、永続化（File/RDB）も利用可能

• メッセージのファイル格納を高速化
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WLS-B

WLS-A

仮想キュー

メンバキュー B

メンバキュー A
ストアA

ストアB

クライアント

WebLogicの高性能なJMSメッセージングエンジンに高可用性を実現

WebLogic JMSクラスタ

• JMSクラスタ（分散キュー）

• クライアントは仮想キューに対してメッ
セージを送信

• 実際には仮想キューに紐付けられたメ
ンバーキューのどちらかにメッセージ
は蓄積される

• 負荷分散および片系がダウンしていて
もサービスの継続を実現

• サービスの移行を利用することにより
、メッセージの処理も継続される

• ストアの設定をしている場合、メッセー
ジはそれぞれ設定されているストアに
蓄積される（メッセージの永続化保障）
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WLS-B

WLS-A

仮想キュー

メンバキュー B

メンバキューA

ストアB

クライアント

JMS移行（サービスレベル）

ストアA

• JMSクラスタの片系がダウンした場
合にメンバーを稼働している
WebLogicインスタンス（クラスタメン
バ）に移行させることが可能

- すでに蓄積済みのメッセージの取り出しな
どに利用

• メッセージの永続化を行う必要がある

- ノードマネージャを使うことで自動的に移
行及び切り戻しが行える

- クライアントは継続してJMSサービスを利
用することができる
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キュー

1 A 2 B C3 4

Yellow Group

キューに入ったメッセージはグループ（ユニット）

単位で順序保障されて配信される

クラスタ環境でも保障

Store-and-Forwardと組み合わせることで到達保障も実現できる

メッセージ順序保障
Unit-of-Order / Unit-Of-Work

Blue Group

送信者

• JMS1.1仕様よりも強固なメッセージ
の順序付け

• 順序単位（Unit-of-Order）内のメッセ
ージは正しい順序で処理される

- トランザクションが解決された時
点、またはメッセージの確認応答
があった時点で処理は終了する

- 同じキュー上の複数のメッセージ
が、それぞれ異なる順序単位に
属していてもかまわない

• 「順序単位」の指定方法

- WLMessageProducerインタフェ
ースを通じて動的に指定

- 接続ファクトリコンフィグレーション

- 送り先コンフィグレーション

MDB 1

1 2 3 4

MDB 2

A B C

Blue Group

Yellow Group
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JMS

Producer

Cluster A

A1 A2

SAF

Cluster B

B1 B2

SAF

JMS

Consumer

1

2

クライアントはCluster Ａ上に構
築された送り先A1に対してメッ
セージを送信する

（A1はB2をインポートしたもの）

A1はSAF Agent A2に
対して受信したメッセ
ージの送信依頼を行う

SAFストアに格納した後、メッ
セージはB1に送られる

3

4
B1 はメッセージを受け
取り、B2に送信する

5
メッセージはB2のキュ
ーからコンシューマに
受け取られる

到達できない可能性があるエンドポイントへのデータ送信を可能にする

メッセージ送達保障（1）
Store-and-Forward
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Cluster A

A1

A2
3

メッセージは「Bar」が
待ち行列のときに、待
ち行列に入る

JMS

Consumer

4
コンシューマは「Bar」よ
りメッセージを受け取る

Client

SAF

1

クライアントは、
特定JNDIを使
い、まずJNDI初
期化してJMSの
送信先“Foo”に
対して、メッセー
ジを送る

クライアントSAFはメッ
セージをSAFストアに
配置し、 クライアントの
メッセージは操作リタ
ーンを送信する

クライアントSAFは
Cluster Aに「Bar」にメ
ッセージを転送

2Foo

Bar

メッセージ送達保障（2）
クライアントStore-and-Forward

• クライアントをSAFのエージェントとして利用する（From 10.0）

• クライアントが接続されるまで、メッセージはクライアントの上に保存される

• ハブアンドスポーク型アーキテクチャ
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外部メッセージングエンジン連携機能

• 他のメッセージングエンジン（WebSphere MQやSonicMQ、Tibco 

Rendezvousなど）と連携するために、外部JMS機能とメッセージング
ブリッジ機能を提供

• 外部JMSでMQ JMS上のJNDI名をWebLogic
上で利用するJNDI名にマッピング

• MDBなどからは、WebLogicで設定されたJNDI
名でキューに接続すると、外部JMSプロバイダ
経由でソースキューのJNDI名で解決されるキュ
ーに接続する

• トランザクションは伝播するので、ロールバック
するとはソースキュー（MQ）に戻る

• ソースキューからターゲットキューに対してメッ
セージングブリッジがメッセージをXAで運ぶア
ーキテクチャ

• メッセージはソースキューかターゲットキューの
どちらかにしか存在しない

• MDBがロールバックした場合、ターゲットキュー
に戻る（ソースキューには戻らない）

• メッセージングブリッジ

ソースキュー（WebSphere MQなど）

一連のトランザクション

MDB

ソースキュー

（WebSphere MQ など）

MDB

メッセージングブリッジ

JCAアダプタ

メッセージングブリッジが
提供するトランザクション

MDBのトランザクション

ターゲットキュー（WLS）

• 外部JMS
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Advanced Queue連携機能

• Advanced Queueを外部JMSとして設定可能

• 通常のWebLogic JMSキューと同じ要領で利用が可能

MDB

Oracle AQユーザ

従来のOracle 
AQの利用法の
まま利用可能

外部JMSとしてラップされ、
WebLogicのJMSと同等
に見える アプリケーションは通常

のWebLogicのJMSと同
等の手順で利用可能

Java

内部的にはJDBC
経由で接続

RAC構成もサポート

1つのAQに対して複
数のWebLogicとの
連携も可能

Java

AQ APIを利用した
利用も可能
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まとめ

• Enterprise Grid Messagingは従来のWebLogic JMSの
性能、拡張性、信頼性可用性を維持しながら、Oracle製
品との連携を強化し、さまざまなミッションクリティカルなメ
ッセージ配信に利用可能なエンタープライズグレードメッ
セージングエンジン

WebLogic JMS Oracle Integration

Enterprise Grid Messaging

機能追加＋ ＋
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OTNセミナー オンデマンド コンテンツ
ダイセミで実施された技術コンテンツを動画で配信中!!

ダイセミのライブ感はそのままに、お好きな時間で受講頂けます。

※掲載のコンテンツ内容は予告なく変更になる可能性があります。

期間限定での配信コンテンツも含まれております。お早めにダウンロード頂くことをお勧めいたします。

OTN オンデマンド

最新情報つぶやき中

OracleMiddle_jp
・セミナ情報

・お勧め情報

・公開予告 など
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Oracle エンジニアのための技術情報サイト

オラクルエンジニア通信
http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/

• 技術資料

• ダイセミの過去資料や製品ホワイト
ペーパー、スキルアップ資料などを
多様な方法で検索できます

• キーワード検索、レベル別、カテゴ
リ別、製品・機能別

• コラム

• オラクル製品に関する技術コラムを
毎週お届けします

• 決してニッチではなく、誰もが明日
から使える技術の「あ、そうだったん
だ！」をお届けします

こんな資料が人気です

 6か月ぶりに資料ダウンロードランキングの首位が交代！
新王者はOracle Database構築資料でした。

 データベースの性能管理手法について、Statspack派も
Enterprise Manager派も目からウロコの技術特集公開中

オラクルエンジニア通信

最新情報つぶやき中

oracletechnetjp

http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/
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OTN×ダイセミ でスキルアップ!!

※OTN掲示版は、基本的にOracleユーザー有志からの回答となるため100%回答があるとは限りません。

ただ、過去の履歴を見ると、質問の大多数に関してなんらかの回答が書き込まれております。

Oracle Technology Network(OTN)を御活用下さい。

・一般的な技術問題解決方法などを知りたい！

・セミナ資料など技術コンテンツがほしい！

一般的技術問題解決にはOTN掲示版の

「ミドルウェア」をご活用ください

http://forums.oracle.com/forums/main.jspa?categoryID=484

過去のセミナ資料、動画コンテンツはOTNの

「OTNセミナー オンデマンド コンテンツ」へ

http://www.oracle.com/technetwork/jp/testcontent/index-086873-ja.html

※ダイセミ事務局にダイセミ資料を請求頂いても、お受けできない可能性がございますので予めご了承ください。

ダイセミ資料はOTNコンテンツ オン デマンドか、セミナ実施時間内にダウンロード頂くようお願い致します。
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■パフォーマンス診断サービス

•Webシステム ボトルネック診断サービス

•データベースパフォーマンス診断サービス

オラクル社のエンジニアが 直接ご支援します
お気軽にご活用ください!

オラクル 無償支援 検索

NEW

■システム構成診断サービス

•Oracle Database構成相談サービス

•サーバー統合支援サービス

•仮想化アセスメントサービス

•メインフレーム資産活用相談サービス

•BI EEアセスメントサービス

•簡易業務診断サービス

■バージョンアップ支援サービス

•Oracle Databaseバージョンアップ支援サービス

•Weblogic Serverバージョンアップ支援サービス

•Oracle Developer/2000(Froms/Reports)

Webアップグレード相談サービス

■移行支援サービス

•SQL Serverからの移行支援サービス

•DB2からの移行支援サービス

•Sybaseからの移行支援サービス

•MySQLからの移行支援サービス

•Postgre SQLからの移行支援サービス

•Accessからの移行支援サービス

•Oracle Application ServerからWeblogicへ
移行支援サービス

ITプロジェクト全般に渡る無償支援サービス

Oracle Direct Conciergeサービス

NEW

NEW
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インストールすることなく、すぐに体験いただけます

製品無償評価サービス

http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html

Web問い合わせフォーム
「ダイデモ」をキーワードに検索することで申し込みホームページにアクセスできます

提供シナリオ一例

・データベースチューニング

・アプリケーション性能・負荷検証

・無停止アップグレード

・Webシステム障害解析

1日5組限定！

※サービスご提供には事前予約が必要です

• サービスご提供までの流れ

1. お問合せフォームより「製品評価サービス希望」と必要事項を明記し送信下さい

2. 弊社より接続方法手順書およびハンズオン手順書を送付致します

3. 当日は、弊社サーバー環境でインターネット越しに製品を体感頂けます

http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html
http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html
http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html
http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html
http://www.oracle.com/jp/direct/services/didemo-195748-ja.html
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http://www.oracle.com/jp/direct/inquiry-form-182185-ja.html

Oracle Direct 検索

あなたにいちばん近いオラクル

Oracle Direct
まずはお問合せください

Web問い合わせフォーム フリーダイヤル

専用お問い合わせフォームにてご相談内容を承ります。

※こちらから詳細確認のお電話を差し上げる場合がありますので、ご登録さ
れている連絡先が最新のものになっているか、ご確認下さい。

0120－155－096

※月曜~金曜 9:00~12:00、13:00~18:00

（祝日および年末年始除く）

システムの検討・構築から運用まで、ITプロジェクト全般の相談窓口としてご支援いたします。

システム構成やライセンス/購入方法などお気軽にお問い合わせ下さい。
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